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鼻歯槽嚢胞の1例とその文献的考察
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A Case of Naso-alveolar Cyst with the 

Consideration on the Related Reports

NAOHIKO KAWATA SHOKI MATSUI ATSUSHI ICHINOSAWA

MASAO TAKAGI KOJI SHIBUI YOSHIHIKO ITO KEI KAKAZU

KEN FUJITA and SUSUMU TOKUUE

Depaγt〃2ent　of　Oral　Dingnos彦ics　aηd　Surgery，

　　　　　　　ルlatsumoto　Dental　Co〃ege．

　　　　　　　（Chief　：Prof　S．　Toku〃り

Summary

　　　Acase　of　naso－alveolar　cyst　in　a　43・year・old　woman　was　reported　and，　subsequently，

152identical　cases　reported　in　107　Japanese　articles　were　organized　and　discussed．

1）The　most　instructional　theory　was　the　fissural　theo】▽，　which　was　presented　in　23

　　　reports．

2）The　size　of　many　cysts　was　10・20mm．

3）Many　cysts　adhered　to　the　cavum　nasi　and　the　naso－vestjbu】ar，　and　absorbed　bone

　　　outside　of　the　maxilla．

4）Many　epithelial　patterns　were　of　the　columnar　type．　The　contents　were　of　the　mucoid

　　　type　and　were　tinged　with　yellow．

5）It　was　concluded　that　the　following　factors　are　inportant　in　the　diagnosis　of　naso・

　　　alveolar　cysts；

1．

2．

3．

4．

5．

Relation　between　cyst　and　tooth．

Absorbed　pattern　of　the　maxilla．

Relation　of　adherence　between　cyst　and　the　cavum　nasi．

Detailed　pathological　examination．

Quality　of　content　fluid．

（1985年11月1日受理）
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言

　鼻歯槽嚢胞は，1893年Zuckerkandli）が下鼻道

前端部に胡桃たの蜂蜜様内容物をもった嚢腫とし

て、著書の中に記載したのが最初とされ，本邦で

は1916年久保L’）が始めて上顎粘液腺嚢腫として報

告された，比較的まれな疾患である。私共は最近

この1例を経験したのでここに報告すると共に，

文献Lの考察を試みた次第である。

症 例

　，患者　：　松　　廿七　．，　♀，　43歳

　初診：昭和59年10月18日

　｝三訴：右頬部腫脹

　一般既往歴：昭和41年に乳腺炎に罹患し，3日

間入院加療した他，著変を知らないという。

　現病歴：昭和59年10月17日，長野市内の某歯科

医院にて一31に対するレジン充填のため，同部歯肉

に浸潤麻酔を行っている。その直後より同部に軽

度腫脹をみたが，麻酔液によるものと考えていた。

しかし，翌日よりこの腫脹が著明となったので当

科に紹介，来院したものである。

　現症：体格，栄養，共に中等度，顔貌は右上口

唇より鼻翼基部，眼窩下部、頬部後方にかけての，

軽度発赤をもつ瀬漫性の腫脹のため，左右非対称

性を示していた（写真1，2）。特に右鼻腔底部に

膨隆が目立ち，いわゆるGerber氏隆起も認めら

れた。なお，同部には熱感，および圧痛も触知し

たものてある。

　顎ドリンパ節はノ1三右側共に，小指頭大のもの各

1ケを触21，右側には軽度の圧痛も認めた。

　日腔内所見では，旦＝Ll」齪頬移行部に軽度の膨

隆とEE痛を認め，同中央部には波動も触知した（写

真3，4）。2t」は歯髄電気診にて生活歯であるこ

写真1：術前正貌 写真2：術前側貌

写真3：術前日腔内写真 写真4：術前口腔内写真
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写真5：術前ナルソパソトモ写真

　　　　　　遷熱，’

　　　　　　　　　「11：t　　・
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　　　　　　　　　　タ　　　　：1　：輿轡
　　　　　　　　　　．’～沙』．“

　　　　　写真7：病理組織像

写真9：病理組織像

写真6：術前側貌造影X線写真

　　　＼．

纂騒蘇難熱
　　　　　　鮮騨i，
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　　　　　　　　　　　　　諸饒．

　　　鞍灘騰←ks

　　　　　　写真8’、病醐搬

　　　　　　写真10：病理組織像
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とを確認した。試験穿刺により茶褐色，半透明，

軽度の粘稠性をもつ内容液3ccを得たが，コレス

テリン結晶の存在は認められなかった。

　X線所見：パントモ撮影にて，右梨状口下縁に

重なるほぼ球状の吸収像が認められた（写真5）。

3二L］」の歯根尖とこの透過像との交通はなかっ

た。76％ウログラフィンによるX線造影写真で，

右梨状口下部酌21×21㎜の境界囎で，上顎

骨々面はほぼ半球状に吸収した像を認め，これは

上顎骨の外側に位置していた（写真6）。

　臨床検査所見：血液検査，尿検査に異常値は認

められなかった。

　処置および経過：左側上顎中切歯より右側上顎

犬歯部まで，ノイマン法に準じた切開を加え，粘

膜骨膜を弁状に剥離したところ，表面灰白色，平

滑な嚢胞壁の一部を確認し波動も触知出来た。こ

れに続く剥離は比較的容易であったが，一部鼻腔

底粘膜との癒着が著しく，神経様組織，小血管も

認められたため，結紮，切断後，嚢胞を摘出した。

摘出後の上顎骨々面は半球状に陥凹しており，他

の損傷はなく，歯牙との関連は認められなかった。

摘出創は縫合し閉鎖創とし，鎮痛，消炎，抗生物

質を投与し洗浄を行ったものである。術後1週間

目，鼻翼部を中心とした腫脹，Gerber氏隆起は消

失し良好な経過を示した。術後1年を経過した現

在，右鼻翼基部に軽度違和感を覚えるのみで，そ

の他の所見は認められていない。

　病理組織検査所見：嚢胞壁外層の一部には筋層

が附着しており，明らがに顎骨の外部に存在して

いることがわかった（写真7）。又，神経線維束，

小血管なども認められた（写真8）。嚢胞上皮は全

体として炎症，感染のためか，化生あるいは破壊

的変化を示し，一部では全く消失しておりすでに

その定形的形態を失っていたものである（写真9，

10）。

考 察

　この種の確定診断には摘出嚢胞の組織検査を行

う必要があるが，この所見に加えて，臨床的所見，

特に手術時所見を十分に参考にしなけれぽならな

い。

　ここに過去の文献107編2）一’1°8）に報告されている

152症例をもとに，1）発表文献，2）名称の推移，

3）嚢胞形成の機転説，4）発生年齢および男女

別，左右別，5）嚢胞の大きさ，6）癒着部位と

骨吸収状態，7）上皮および内容液の性状，8）内

容液の色調等の各項目ごとに分類，集計，検討し

若干の考察を試みた。

　1）発表文献　　（図1）

　1916年，久保が大日本耳鼻咽喉科会会報に本嚢

胞の6例を報告しているのに始り，最も多い発表

文献は，日本耳鼻咽喉科会会報29例，次いで耳鼻

咽喉科20例であった。歯科領域でも日本ロ腔外科

学会雑誌19例と多いが，1920～1950年代は耳鼻科

領域での発表が主となっており，1960年代以後は

歯科領域での報告が目立っている。

　2）名称の推移　（図2）

　本嚢胞の名称は久保が，①上顎粘液腺嚢腫と称

して以来，②線毛円柱上皮嚢腫，③鼻前庭嚢腫，

④鼻前庭嚢胞，⑤鼻歯槽嚢胞，⑥鼻口唇嚢胞など

の名称が主に使用されてきている。特に1920年代

より1950年代までは，鼻前庭嚢胞の呼称で報告が

多く，1960年代以後は鼻歯槽嚢胞，鼻前庭嚢胞の

呼称が目立っており，これは耳鼻科，歯科領域か

らの文献発表が多出してきた時期と一致してい

る。

　3）嚢胞形成の機転説　　（図3）

　文献に記載された嚢胞形成に関する機転説を分

類すると，①顔面裂孔発生説，②貯溜嚢胞説，③

胎生期器官残遺説の3説が主なものであった。特

に，①顔面裂孔発生説が23文献と最も多く考察さ

れてきており，②貯溜嚢胞説が8文献，③胎生期

器官残遺説は本邦では支持する文献は認められな

かった。

　4）発現年齢，男女別，左右別（図4）

　152名中，年齢不明23名を除いた129名中，発現

年齢は10～70歳代におよぶ範囲に認められてはい

るが，その多くは男女共に20～50歳代に集中し計

106名中，約69％を示めていた。

　又，年齢不明23名，部位不明14名，計37名を除

いた115名で存在部位の左右別を見ると，右側が計

50例，左側が計54例とほぼ同数で左右差はなかっ

た。なお少数ながら，両側に存在する6例および

正中部に存在する3例が報告されている。

　5）嚢胞の大きさ　（図5）

　全嚢胞個数160例中，大きさが不明の78例を除い

た82僻，φ0－40㎜以下が計74伊iJで約90％と

集中し，その中でもdi　10　一一20　mm以下が42例と最
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大日耳鼻会報 日耳曇尋 耳鼻臨 東北医誌 耳鼻咽喉 慶応医 大阪医否口心 萎享笑誌 茎泉医藝員心 大阪医藝向け 新潟璽曇 歯科医学
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莞議書藷 日口曇藷 日口型藷 岩手医大会誌 歯学 九州璽曇 岐阜璽嘉
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文献数 6 29 12 1 20 1 1 2 1 1 1 1 1 1 19 6 1 1 1 1 1σ

症例数 13 38 13 1 24 1 2． 3 1 1 1 1 1 1 46 7 1 1 1 1 152

図1：発表文献

も多く存在していた。又，51㎜以上にもおよぶ

もの，3例が報告されていた。

6）癒着部位，骨吸収　　（図6）

嚢胞の癒着部位は図表顔面内，①，②，③，④
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名称 粘液腺 線毛円柱上皮 鼻前庭 鼻前庭 鼻歯槽 鼻ロ唇
年代 嚢　腫 嚢　腫 嚢　腫 嚢胞 嚢　胞 嚢　胞

1910

1920

●

●　●

1930
●

●
●

■

●●●

● ● ●

●
●

●

●

●　●　●　●
●

●

1940
●

●●●

●●　●

●　●

●　●

1950 ●●　●

怐@　●

●　●
●　●　●

@●　●
●　■　●　●　●

●　●
●　●　●

● ●　●　●　●
●　■　●　●　●

1960
■

●

● ●

● ●

●　●

●　●

1970
7

● ●　●

●● ●●

1980 ●

　●

@●　●
@●　●
怐@●　●

@●

●

i

●

●●　●

● ● ●

症例数 21 3 78 8 32 10

文献数 14 3 56 7 25 2
図2：名称の推移
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　　説

N代
顔面裂孔発生説 貯溜嚢胞説 胎生期器官残遣説 不　　　　　明

18go

1900 一1898

@Brown－Kelly

1910

一1913
●

一1913
Klestadt （Grunwald｝

1920
■

●

1930 ●●●

●

●■

●

■ ●
●　　●

●　　●

●　■

●
●　●　●

1940 ●●

●

● ●

●　●　●

●　●

●　●

1950
●

　●
怐@●　●
怐@●　●

●　　■
●●

　　　●
D

●　　●　　●　　●

●

●　　●　　●　　●　　●

●　■　■1960 ■ 　●　　●
怐@　●　　●　　●

● ●
● ●　■　■

●　●　●　●
●　　●

●　●　●1970
■

●　　●

● ●
　●　　●
｡　●　●

● ●　　●

●　●　■

@●
1980

■

　●
@■怐@●　●

症例数 28 16 0 108

文献数 23 8 0 76

図3：嚢胞形成の機転説

部に大きく分類でき，特に②，④部の癒着が多く　　部位不明84例を除く76例中，癒着の認められな

報告され，それぞれ39例，30例を数え得た。癒着　　かったものは1例だけであり，これは本嚢胞の特
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性
♂ 1 2 13 12 7 4 0 1

別 ♀ 0 2 14 18 21 17 10 7

左 1 3 9 13 9 10 8 1

部 右 1 13 10 12 7 2 5

両 2 1 2 1

位 ま 1 1 1

歪 2 5 4 3

計 1 4 27 30 28 21 10 6

淳

蓑

竪

慈

蓑

慈

蒙

葺

蘂

亘

年令・性別
不　　　明

23

小　計

40

89

合計

152

図4：発現年齢（男女別，左右別）

徴的な症状を現すものと考えられた。

　骨吸収は，不明例を除いた68例中，22例認めら

れた。

　7）上皮および内容液の性状　（表1）

　文献中に記載されている上皮名を，単層上皮，

多列上皮，重層上皮，混合上皮，その他と分類し

集計したところ，多列上皮が25例，重層上皮が20

例，単層上皮が5例で，円柱上皮の形態を示すも

のが大多数であった。これら上皮内に腺，あるい

は杯細胞がどの程度出現しているかをみると，腺，

杯細胞を有するものが26例，認められないもの6

例であった。

　内容液の粘稠度に関して記載されていたものは

合計46例で，そのうち40例が粘稠性を示したもの

であった。

　8）内容液の色調　　（表2）
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80

10m以下 20mm以下 30mm以下 40mm以下 50mm以下 51mm以上

右 1 15 12 0 1 0

左 9 20 7 1 0 1

正中 0 3 0 0 1 2

不明 1 4 2 2 0 0

計 11 42 21 3 2 3

図5　嚢胞の大きさ

大きさ不明

39

29

1

9

78

小　計

68
67
7

18

160

309

　色調は不明79例を除いた81例中，54例が帯黄色

系をみせていた。

　以上の如き文献例の傾向を括め得た結果，これ

ら嚢胞の検索は，組織検査において，単に上皮の

種類，腺，杯細胞等の有無のみならず，その周囲

組織像の性状に加えて，臨床所見，ならびに手術

所見などにおける詳細な観察をも含め合わせて始

めて診断が可能となると考えたものである。

　診断を正しく導くと共に，形成の機転検討の根

拠を得るためには，①嚢胞と歯牙の関係をX線像

および手術時所見で確かめること，②本嚢胞の大

きさが10～20mmの範囲に多く集中している所

から，軟組織内に発生したものがこの程度に増大

すると，鼻翼部周囲への腫脹として症状が発現し

てくると考えられる故に，発症時期，およびその

時期の自覚症状を明確にしておく必要があろう。
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①

②

③

④

　骨
@　吸?@　　　収

@着
@　部

陥凹 皿状陥凹 浅い陥凹 嚢胞％ 吸収無し 骨吸収不明

計

下鼻甲介前方 1 2 3

鼻腔底部 4 4 1 18 12 39
梨状ロ下縁

@及び
繩{骨々膜

1 1 1 3

鼻前庭部 3 2 25 30

癒着無し 1 1

癒着不明 1 3 4 25 51 84

計 10 3 8 1 46 92 160

　図6：癒着部位と骨吸収

表1：上皮および内容液の性状

腺細胞 杯細胞 上皮脱落 粘　稠　度
上　　皮 嚢胞数

有 無 有 無 有 無 漿液性 粘液性 不明

単層円柱 4 2 2単層

単層上皮 1 1

多列円柱 18 3 2 6 3 1 5 12
多　列

多列線毛 6 2 1 1 4

多列上皮 1 1 1

重層円柱線毛 7 2 1 6
重　層

重層円柱 7 3 1 1 2 5

重層扁平 6 1 1 2 3

円柱上皮 24 2 4 2 4 18

線毛上皮 6 1 1 1 3 2

扁平上皮 1 1

婁舞円柱 2 2 1 1 1

豊舞線毛 1 1 1 1

円柱線毛 23 4 2 8 2 1 8 14
混　　　　合

重層扁平＋円柱 8 1 1 1 1 1 2 6

移行＋円柱 7 1 7

鷲季＋円柱 4 4 1 2 2

扁平＋円柱 4 4

不　　　明 30 1 1 3 27

計 160 16 12 27 6 5 1 9 43 108
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表2：内容液の色調

上　　皮 嚢胞数

淡黄色 黄色 餐色 黄褐色 茶褐色 赤褐色 褐色 書色 不明

単層円柱 4 2 1 1単層

単層上皮 1 1

多列円柱 18 3 4 1 4 6
多　列

多列線毛 6 2 1 3

多列上皮 1 1

重層円柱線毛 7 2 2 2 1
重　層

重層円柱 7 3 1 3

重層扁平 6 2 2 1 1

円柱上皮 24 1 2 3 1 17

線毛上皮 6 2 1 3

扁平上皮 1 1

髪鶉円柱 2 1 1

書舞線毛 1 1

円柱線毛 23 5 2 2 2 1 11

混　　　合

重層扁平＋円柱 8 1 1 6

移行＋円柱 7 7

鴛輩＋円柱 4 1 1 2

扁平＋円柱 4 1 3

不　　　明 30 2 1 1 3 1 22

計 160 23 14 2 21 11 5 2 3 79

③骨内に形成される嚢胞の骨吸収とは異る形態と

して，圧迫によると考えられる皿状，又は半球状

の吸収は，増大するに従い，その骨辺縁が鈍的に

形成されている症例が多い所から，その吸収状態

を明確に記録しなければならないだろう。④癒着

の有無とその癒着部位を正確に観察する必要があ

ろう。これは，本嚢胞の発生機序にとって重要な

所見になり得る。⑤上皮形態の種類と組織内の腺，

杯細胞の有無に注意しなけれぽならないが，一方，

感染あるいはその他の刺激により上皮は変化して

い≦ものであることも考えなければなるまい。又，

その周囲組織の観察も必要である，例えば筋組織

の存在は，嚢胞が骨外に，あるいは骨内に存在し

たものかを決定し得る重要な所見となるであろ

う。なお内容液の性状は，腺，杯細胞が存在する

ことが関係すると考えられるが，これも又，感染

その他の刺激により，コレステリンの存在，粘稠

度の変化，色調などと同様，多々変化をみせるこ

とも考慮すべきであろう。

結 語

　43才，女性，右側梨状ロ部に発生した鼻歯槽嚢

胞の1例を経験したので，本邦における107文献，

152症例についての小括および考察を行った結果，

　1．本症例はX線所見にて，右梨状口下部に

21×21mmの半球状骨吸収を認めたもので，鼻底

部と癒着していた鼻歯槽嚢胞であった。病理組織

検査で，嚢胞壁外層に筋，神経線維束，小血管が
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認められ，壁上皮は化生が著しく，破壊的変化を

示したものである。又，内容液にコレステリンの

存在をみず，粘稠性，茶褐色半透明を示していた

ものである。

　2、本邦における107文献，152名，160例につい

て小括すると，

1）顔面裂孔発生説が23文献と多かった。

2）嚢胞の大きさは，10～20mmに42個と多く，

この時期の発症例が多かった。

3）癒着部位は鼻腔底部，鼻前庭部に多く，骨は

いずれも外方より吸収され，22例を数えている。

4）嚢胞壁は円柱上皮が多く，腺，杯細胞の存在

が目立ち，内容液は粘稠性のものが大半を示して

いた。

5）内容液は黄色系のものが多かった。

という結果をみている。

　3．自験例と文献小括をふまえ，鼻歯槽嚢胞と

の診断を附す場合には，

1）嚢胞と歯牙の関連性が無いこと

2）顎骨の吸収状態が，外側よりの圧迫による形

状を示していること

3）鼻腔底領域との癒着の有無の確認

4）病理組織学的には，嚢胞壁周囲組織の詳細な

観察と上皮の性状

5）その他，内容液の性状なども記載すべき所見

であると思われる。
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